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	(ア) 協会規格を適用する場合の前提条件を明記
	(イ) 計量法技術基準改正への対応
	(ウ) 酒税法及び薬事法における試験方法との調和
	① 分析機器の進歩により、振動式密度計による方法が普及し、酒税法、JIS（燃料用エタノール、試薬エタノール）、日本薬局方（エタノール、無水エタノール、消毒用エタノール）で使われている。このため、アルコール協会規格における試験方法に「振動式密度計による方法」の規定を追加した。
	② 薬事法の医薬部外品原料規格（外原規）の規定から、アルコール協会規格にとって有用な規定を取り入れた。

	(エ) 分析の利便性の向上

